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議
員
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
は

賛
成
多
数
で
可
決

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
21
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
全
14
件
で
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
承
認
・
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
能
代
市
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

宣
言
を
賛
成
多
数
で
了
承
し
ま
し
た
。

　
陳
情
は
１
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
議
会
議
案
は
、
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
在
職
10
年
以
上
の
議
員
へ
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
二
ツ
井
町
庁
舎
空
気
調
和
設
備
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
契
約
金
額
　
６
億
７
６
６
９
万
８
０
０
０
円

◆
能
代
市
田
園
空
間
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
設
置
条
例
を
一

部
改
正
し
ま
し
た

　
種
梅
ふ
る
さ
と
の
家
及
び
ブ
ナ
の
森
ふ
れ
あ
い
伝
承
館

の
冷
房
使
用
料
を
定
め
ま
し
た
。

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た

　
選
挙
長
等
の
報
酬
の
額
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
能
代
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た

　
能
代
市
議
会
議
員
の
定
数
を
18
人
に
改
正
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
６
億
８
１
７
５
万
５
０
０
０
円

を
、
（
第
３
号
）
は
50
万
２
０
０
０
円
を
、
（
第
４
号
）
は

９
５
２
万
２
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
、
予
算
総
額
は

３
８
３
億
５
０
４
０
万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費
　
　
　
　
　
１
２
２
０
万
円

　
　
養
蚕
地
区
自
治
会
連
合
会
の
集
会
所
新
設
に
助
成
し
ま

す
。

　◆
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
負
担
金

５
億
３
０
１
５
万
８
０
０
０
円

　
　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
工
事
費
の
物
価
高
騰
に
よ

る
ス
ラ
イ
ド
協
議
に
伴
い
、
負
担
金
を
追
加
し
ま
す
。

　◆
農
業
構
造
転
換
支
援
事
業
費
補
助
金
　
　
５
０
３
０
万
円

　
　
老
朽
化
し
た
乾
燥
調
製
施
設
の
再
編
等
整
備
に
補
助
し

ま
す
。

　◆
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
事
業
費
　
　
　
１
０
０
０
万
円

　
　
国
が
支
援
す
る
大
学
等
と
地
域
が
連
携
し
て
取
り
組
む

地
域
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
伴
う
経
費
を
追

加
し
ま
す
。

◆
振
興
費
（
小
学
校
）
　
　
　
　
　
４
３
３
万
７
０
０
０
円

　
　
小
学
校
の
普
通
教
室
の
電
子
黒
板
を
購
入
し
ま
す
。

◆
障
害
者
支
援
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
事
業
費
補
助
金
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
５
万
６
０
０
０
円

◆
介
護
保
険
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
６
万
６
０
０
０
円

　
　
米
価
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
障
害
者
支
援
施

設
、
介
護
保
険
施
設
等
に
食
材
料
費
を
支
援
し
ま
す
。

◆
能
代
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
能
代
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
令
和
６
年
度
能
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

◆
令
和
７
年
度
能
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
令
和
６
年
分
所
得
税
の
確
定
に
よ
り
、
既
に
給
付
し
た

定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
当
初
給
付
）
に
不
足
が
生
じ
る

方
に
対
し
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足
額
給
付
）
を

追
加
で
支
給
し
ま
す
。

　
次
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

〇
常
盤
財
産
区
管
理
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
齊
藤
　
晴
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
全
国
市
議
会
議
長
会
特
別
表
彰

　
・
議
員
在
職
20
年
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
克
美

○
全
国
市
議
会
議
長
会
一
般
表
彰

　
・
議
員
在
職
15
年
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
和
則

　
・
議
員
在
職
10
年
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
英
章

○
全
国
市
議
会
議
長
感
謝
状

　
・
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
　
　
　
　
　
安
井
　
和
則

　
・
国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
和
則

　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
秋
田
病
院
は
、
社
会
保
険
庁
の
解
体
に

よ
る
、
秋
田
社
会
保
険
病
院
存
続
の
危
機
を
乗
り
越

え
、
平
成
26
年
か
ら
そ
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
名
称
変
更
か
ら
11
年
、
旧
民
生
病
院
の
開
院
か
ら

は
、
今
年
で
創
立
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
、
安
全
・
安
心
で
質
の
高

い
医
療
と
介
護
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
院
長
の
大
塚
博
徳
先
生
（
以
下
、
院

長
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
医
療
業
界
の
現
状
と
課
題

　
　
現
在
の
医
療
の
諸
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
　
　
今
、
医
療
業
界
は
完
全
に
「
不
景
気
」
で
す
。

物
価
や
人
件
費
が
高
騰
す
る
一
方
で
、
診
療
報
酬
は

上
が
ら
ず
、
従
来
の
診
療
体
制
で
は
採
算
が
合
い
ま

せ
ん
。
医
療
の
質
が
高
く
て
も
、
そ
の
努
力
が
報
酬

に
反
映
さ
れ
に
く
い
構
造
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
多
く
の
職
種
で
人
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
医
療
界
に
お
い
て
も
医
師
や
看
護
師

を
は
じ
め
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
赤
字
が
拡
大
し
、
公
立
病
院
の
経
営
も
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
病
院
単
体
の

問
題
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
構
造
的
課
題
で
す
。

●
地
域
医
療
構
想
と
連
携
の
進
展

　
　
能
代
市
に
お
け
る
病
院
連
携
の
現
状
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
能
代
市
に
は
３
つ
の
基
幹
病
院
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
成
り
立
つ
時
代
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
院
長
同
士
で
密
に
連
携
し
、
定
期
的
に
意

見
交
換
を
重
ね
て
い
ま
す
。
病
院
の
母
体
は
異
な
り

ま
す
が
、
「
自
分
の
病
院
だ
け
守
れ
ば
よ
い
」
と
い

う
考
え
を
超
え
、
「
地
域
を
ど
う
守
る
か
」
と
い
う

視
点
で
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
内
で
も
、
能
代
の
連
携
は
特
に
進
ん
で
お

り
、
住
民
に
対
し
て
も
「
病
院
が
な
く
な
る
の
で
は

な
く
、
連
携
す
る
こ
と
で
守
ら
れ
る
の
だ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
届
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
医
療
・
介
護
人
材
と
地
域
の
未
来

　
　
地
域
の
人
材
確
保
と
教
育
の
関
係
性
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
能
代
市
で
は
、
医
療
・
介
護
分
野
の
従
事
者

が
約
４
０
０
０
人
と
、
就
業
人
口
の
中
で
最
も
多
い

比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
き
な
地
域
の
財

産
で
す
。
人
口
減
少
が
続
く
中
で
も
、
医
療
・
介
護

の
担
い
手
を
地
元
で
育
て
、
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
地
域
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
中
高
一
貫
校
の
整
備
や
学
校
再
編
、
さ
ら
に
職
業

専
門
大
学
の
導
入
な
ど
、
教
育
改
革
も
地
域
の
未
来

に
直
結
し
ま
す
。
医
療
人
材
だ
け
で
な
く
、
地
域
産

業
に
即
し
た
実
践
的
な
人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

●
病
院
統
合
と
ま
ち
づ
く
り
の
構
想

　
　
病
院
再
編
の
動
き
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
今
後
、
病
院
を
再
編
・
統
合
し
て
い
く
方
向

性
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
＋
１
＋

１
が
３
で
は
な
く
、
５
に
も
６
に
も
な
る
よ
う
な
相

乗
効
果
を
目
指
し
、
体
力
の
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
前

向
き
な
議
論
を
進
め
た
い
で
す
。

　
病
院
を
新
た
に
建
設
す
る
際
に
は
、
市
と
連
携
し

て
、
病
院
名
や
運
営
形
態
を
柔
軟
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
固
定
資
産
税
の
減
免
や
支
援
制
度
も

含
め
て
、
行
政
の
後
押
し
が
不
可
欠
で
す
。
「
自
分

が
80
歳
に
な
っ
た
と
き
に
入
る
病
院
を
、
今
の
う
ち

に
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
お
く
」
と
い
う
意
識
で
臨

ん
で
い
ま
す
。

●
医
療
を
超
え
た
地
域
づ
く
り
へ

　
　
医
療
が
ま
ち
づ
く
り
に
果
た
す
役
割
を
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

　
　
　
医
療
は
地
域
の
基
盤
で
す
。
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
増
え
る
中
で
、
行
政
や
民
生
委
員
と
の
連

携
に
よ
っ
て
、
地
域
の
安
全
網
を
ど
う
築
く
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
医
療
提
供
体
制
を
支
え
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民

の
理
解
と
参
加
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
職
員
や
住
民
に
、

構
想
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
院
長
の

責
任
で
あ
り
、
地
元
出
身
者
と
し
て
の
私
の
使
命
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
展
望
と
ア
ク
シ
ョ
ン

　
　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
今
、
３
病
院
連
携
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

公
開
討
論
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
現
場
の
意
識
統
一

と
地
域
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
教
育
や
産
業
振
興
も
含
め
た
「
地
域
ま
る
ご

と
医
療
構
想
」
を
描
き
、
持
続
可
能
な
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
の
一
歩
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　
「
病
院
の
未
来
は
地
域
の
未
来
と
直
結
し
て
い

る
」
取
材
を
通
じ
て
、
そ
う
強
く
感
じ
ま
し
た
。
大

塚
院
長
の
言
葉
に
は
、
現
場
を
知
る
者
と
し
て
の
重

み
と
、
地
域
へ
の
真
摯
な
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

取
材
：
菊
地
時
子
、
畠
　
貞
一
郎

６
月
定
例
会
の
概
要

６
月
定
例
会
の
概
要

主
な
単
行
議
案

議
　
会
　
議
　
案

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認

人
　
事
　
案
　
件

表
彰
状
及
び
感
謝
状
の
伝
達

補
正
予
算
の
主
な
内
容
・
事
業

◆特集◆　地域を支え、未来へつなぐ医療のかたち～JCHO秋田病院　院長に聞く～

インタビューに応じていただいた大塚博徳先生
（提供：ＪＣＨＯ秋田病院）
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